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ミ ー マ ー ン サ ー ・ス ー ト ラ に お け る
"

arthapatti"と"anumana"

吉 水 清 孝

I . Mimamsasutra (JS) 7.4.16: Iingam samghatadharmah syat tadarthapatter dravya-

 vat ; 7.4.18 : arthapatter dravyesu dharmalabhah syat.

丸一年 に渡 るGavarnayana祭 の 期間中 に,"jyotis"・"go"・"ayus"と い った名

称の一 日ソーマ祭が度々催 され る1).他 方 で は,一 年 以内のsattra祭 の式次第 は,

Dvadasaha祭 に準ず る と決 め られ ている2).Gavamayana祭 の期間 中にjyotis等 の一

日ソーマ祭 を行 う期 日に,一 日ソーマ祭 の儀礼 とDvadasaha祭 の 儀礼 とが矛盾す

る場合 には,ど ち らを優先 すべ きか.反 論者 は,Gavamayana祭 本 祭 に先立 っ,準

備 期間中のバ ター献供(upasad)を 説 くヴエー ダの一節か ら「二 つに より」(dvabhyam)

を六 度繰 り返す釈義文(TS7.4.9.1)を 引用 し,「 この文章が,DvadaSaha祭 の 場合

(TS7.2.10.3;ApSS21.4.9)と 同 じ く,Gavamayana祭 に於 いて もupasadを12日 間 行

うべ きこ との徴表(linga)と な るのだか ら,同 様 に してGavamayana祭 の 期間中

は常 にDvadasaha祭 の細 目規定 を優先 す るべ きだ.」 と主張 す る(SBh3)adJS7.4.14).

upasadは 一 日ソーマ祭 の場合 には一 日2回 三 日間,Dvadasahaを 含 むahina祭 の 場

合 には12日 間行 う(cf.JS3.3.16)。 これに対 し定説者 は,Gavamayanaの 章 の中

で 、yotis"な どの名称が一一日ソーマ祭 を直接表 示(abhidhana)し て い るのだか ら,

Gavamayana祭 の期 間中で もjy・tis等 の期 日に は一 日ソーマ祭の規定 を優―先すべ き

だ とす る(JS7.4.15).JS7.4.16は 定 説 を支持 す る第三者 に よる上記 引用文の解釈

で ある.そ れ によれ ば,こ の文章 はGavamayana祭 がDvadaSaha祭 と同 じ く多 くの

日にちに渡 る(ahahsamghata)祭 式 だ と語 って いるに過 ぎない.そ して両祭式が共

に長期 に渡 るのは,両 者 が同 じ く繁栄(rddhi)を 果 報 として もた らすためであ り,

この こ とは,供 物 の素材 として必要 な米 がない とき,米 を使 った場合 と同様 の供

物が出来上が る ことを根拠 として,野 生米が代用 される(c£SBhadJS3.6.37)の と

同じだ(SBhpt.5,437,19-21)と 言 う.JS7.4.16は,「[JS7.4.14で の 引用文が]表 わ

してい るの は,[両 者 いずれ に も]長 期 に渡 る とい う[祭 式 の]細 目が あ るこ と

だ.[Gavamayana祭 は]そ れ(DvadaSaha祭)の 効果 を奏 す るか ら.[供 物 の]素 材

lll5



ミ ー マ ー ン サ ー ・ス ー ト ラ に お け る"arthapatti"と"anumana"(吉 水) (39)

の 如 し」 と訳せ る.し か し定説者 は この解釈 に同意せず,上 記 引用文 を反論者が

解釈 す る通 りに,Gavamayana祭 のupasadは12日 間 行 うべ きだ とす る4).け れ ど

も野生米 が代 用 として米 と同様 の扱 いを受 け る(dharma励ha)根 拠 は,野 生米が米

と同様 に奏効 す るこ と(arthapatti)に あ る と認 めて いる(JS7。4.18).

JS 10.1.30: aviruddhopapattir arthapatteh srtavad gunabhutavikarah spat.

Agnisomiya犠 牲 祭 において,犠 牲獣 の腸網膜 をAgni.Somaに 捧 げ る中核 的 な儀

式 の後 に,同 じ くAgni-Somaへ の 祭餅 祭(pasupurodasa)を お こな う.こ の祭餅 祭 は

犠牲祭 に遠 隔 よ り稗益 す る(aradupakaraka),即 ち供物 を異に しつっ も犠 牲祭 に稗益

す る祭式行為 であ るのか,そ れ とも神 格 を浄化す る儀礼(devatasamskara)5)な の か.

反 論 スー トラJS10.1.22で は,Agni一 一Somaを 「かわ らけ」(kapala)に 喩 える.か わ

らけは従属 的要 素 として餅焼 きにも脱穀(cf.JS4.1.26)に も用い得 る.同 様 にAgni-

Somaは,犠 牲 祭 において も祭餅 祭 にお いて も従属 要素6)と して働 くので あ り,

pagupuroqasaは,付 属祭で あるにせ よ7),Agnisomiya犠 牲 祭 と同 じ く祭式行為 で あ

ると反論者 は言 う.こ れ に対 し定説 スー トラ30の"aviruddhopapatti"は,犠 牲 祭

にお いて従属 要素 で あった神格Agni-somaが,pasupurodasaに お いて,祭 餅 の

献供 に よって浄化 され るべ き主要 要素 となる ことは,矛 盾 せず に成立 す るこ とを

言 う(SBhpt.6,260,21-23).そ れ は沸 か した牛乳(srta)で 粥 を炊 いて供物 とす るの

に似 てい る.牛 乳 は米 を浸 す ことによ り,通 常 の供物 で ある祭餅 を作 る時に米 に

振 りかけ る聖水 と同 じ働 き(260,24:pranitakarya)を して従属要素 となる(gunabhuta)

け れ ども,乳 粥の献供 に於 ては米 と共 に供物 の一.部 とな るか ら,主 要要素 に変容

(vikara)す る.同 じものが場面の違 いに よ り,主 要要 素 の,或 いは従属要素 の効

果 を発揮 す ることを,定 説スー トラ30で はarthapattiと 言 い表 してい る.

JS 10.3.35: arthapattes taddharma syan nimittakhyabhisamyogat.

初 穂 祭(agrayana)は 新 月 満 月祭 の式次 第 に従 って為 され るべ きだ とされ る

(cfApSS6.29.5;6.30.12-13)が,新 月満月祭で はanvaharya粥 が 祭官へ の布施(dak-

sine)で あ るのに対 し,初 穂祭で は,布 施 として衣(vasas)ま た は期 間内で最初 に

生 まれた子 牛(vatsa)が 祭 官 に与 え られ る8).JSlO.3.35は,シ ャバ ラ註 によれぼ,

新 月満 月祭 の章内でのanvaharya粥 に 関す る細 目の規定 は,原 則 として粥 に対 して

ぼか りで な く,衣 ない し子牛 に対 して も,可 能 な限 り遂行 するべ きで ある と言 う9).

そ の 理 由 は,こ れ らの規 定が布 施 とい う特 殊 な祭式構 成要 素(SBhpt.6,329,ll:

sadhanavisesa)に 対 して定め られて お り,布 施 としての働 きをす る ものであれぼ原

則 として全 て に共通す るか らであ る.衣 も子牛 も粥 と同様 の効果 をもた らす こ と
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を,JSlO.3.35で は ―arthapattiと 言 う.同 様 の 効 果 と は ゴ祭 官 に 報 い る こ と(parikraya)

で あ る.ス ー ト ラ 末 尾 の"nimittakhyabhisamyoga''は,祭 官 に 報 い る こ と を 事 由

(nimitta)と'し て 布 施 が 初 穂 祭 に も 結 び っ い て い る こ と を 言 う(329,13-14).・

JS 10.4.35 : samyogo va^ arthapatter abhidhanasya karmajatvat.

穀 物 や 乳 に よ る 祭 式(1St1)の 主 要 祭 の 直 後 に お こ な うsvistakrtに 際 して は,一

般 に はAgni-svistakrtを 供 養 す る.JSlO.4.34-35で は,ソ ー マ 祭 の 最 後 に 行 う沐 浴

の 前 に 水 中 に 供 物 を 投 下 す るavabhrtestiで あ る が 、 そ の 主 要 祭 の 直 後 に 行 うsvis-

takrt―に 於 て,神 格 と な るAgniVaruna10)に も,"svistakrtを 付 加 して 呼 び か け る べ

き か 否 か を 検 討 す る.反 論 者 は,Agniが 人 々 の 慣 用 的 な 合 意 に よ り"svistakrt"と

い う別 名 で 呼 ぼ れ る の で あ り(SBhpt.6,388,24:samvijnayika),Agni=VarunaはAgni

と は 別 の 神 格 で あ る か らAgniの 別 名 で は 呼 び 得 な い,と 主 張 す る.し か し 定 説

ス ー ト ラ35は 「そ う で は な く,[Agni-Varunaに"svistakrt"と の]結 合 あ り.奏

効 す る ゆ え に.["svistakrt"と い う]名 称 は[istiを 完 了 す る と い う]行 為 に 由 来

す る も の だ か ら 」 と言 う―.「1St1を 首 尾 よ く完 了 す る」(SBhpt.6,389,8:svistakarana)

とい う効 果 を 奏 し た 神 格 がsv-ista-krtと 呼 ば れ る の で あ る か ら,avabhrtestiの 中 で

はAgni-Varunaも ま た"svistakrt"と 呼 び う る.

以 上 の よ う に,JSの な か で"arthapatti"は 常 に,「 奏 効 す る こ と」(*artham

apadyatelD)を 意 味 し て い る12).従 っ て,ミ ー マ ー ン サ ー 学 派 がpramanaの 一 種 を

"
arthapatti"と 呼 び 習 わ す の は,JS編 纂 期 に は 遡 り得 ず,む し ろtantrayuktiの 伝 統

な ど学 派 外 部 か ら の 影 響 に よ る 可 能 性 が あ る と 言 え よ う.同 じ語 が 全 く別 の 意 味

で 定 着 し て い た か ら で あ る.

II . JS 11.1.29: kratuvad va ^ anum Anena ^ abhyase phalabh um A syat.

JSll.1.29-37で は,先 駆祭(prayaja)を は じめ とす る付属祭(anga)を 行 う回数

にっいて,そ れぞれ のangaを く り返 し行 うべ しとす る反論者 と,同 じangaは 一

度 だ け行 うべ し とす る定説者が応酬 す る.ス ー トラ29は 反論者説で ある.反 論者

は 「[付属祭 を]繰 り返 し行 うな ら,そ の効果(phala),即 ち主要祭 への稗益(upak-

ara)が 高 まるか ら」(abhyasephalabhuma)と い う理 由の認識根拠 をanumanaと す る.

実 例 に挙 げられ たkratuは,こ こでは,ス ール ヤへの祭式(SBhpt.7,23,18)の よ う

な現世利益 的果報 を祈 願す る任意祭(kamyakarman)を 指 す.シ ャバ ラは 「付属 祭

を行 う以前 には主要祭 への稗 益 は起 こらず,そ れを行 った以降 に稗益 が起 き るか

ら,付 属祭に よ り稗益が起 きる」 と祭式 内で の因果関係 を確定 した(23,16-17)後,
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付 属 祭 を繰 り返 す ほ ど稗益が より高 まるの は,任 意祭 の回数 を多 く行 うほ どその

効果が高 まる(cfJSll.1.20-26)の と同様 で ある,と 反論 を解―説す る(23,18-19) .

 JS 5.1.6 : arthakrte va ^ anumanam syat kratvekatve pararthatvat, svena tv arth-

ena sambandhas, tasmat svasabdam ucyeta.

ヴエーダか ら儀礼 の遂行順 序 を読 み取 る際 の解 釈根拠 の うち,「 遂行順 序 の規

定」(SPLItl)と 「遂 行 上 の効果 性」(a曲a)の 次 に有 力 なの が 「記載 の順 序」(pa.

thakrama)で あ る.先 駆祭 を規定 す るテキス ト(TS2.6.1.1)に は,祭 薪 な どの下級

神格へ のバ ター献供 の規 定文が神格別 に五度現 れ るのみで あ り,五 度の献供 の順

序 を規定 した文 はない けれ ども,記 載順序通 りに献供 の遂行順序 を想定す るべ き

で ある.な ぜ な ら,一 人の人物が多数 の儀礼 を行 わね ばな らないため,儀 礼 には

遂行順序が必要で ある(SBhpt.5,112,5).そ こでヴエーダは,数 多 くの文 を,そ れ

に従 えば滞 りな く祭式 を進 めていけるよ う配列 してい るはずで あ り(ll2,8-10),正

当 な理 由な しに,そ れ に逆 らった順序 を想定す るのは不適切だか らであ る13).定

説 スー トラ5⊥6は 「そ うではな くて,祭 式 に統―・性 が ある以上,[多 数の儀礼 を

一人が こなす とい う]目 的で立て られ る(儀 礼の遂行1頂序)に ついてのanumanaが

あ るはずで ある.[ヴ エーダ は個々の儀礼 を規定す る]以 外に も[儀 礼遂行順序 を

知 らせ る]目 的を もっか ら.し か るに[諸 々 のヴエーダ規定 文は,遂 行順序 を伴 っ

た]各 自の意味 と結 び付いてい る.従 って[儀 礼 の遂行順序 について のanumana

は,順 に記載 され た]そ れ ぞれ の言葉 に基 づ くと言 うべ し.」 と訳 せ る.

JS 5.1.20: api va kramakalasamyukta sadyah kriyeta, tatra vidher anumanat 

prakrtidharmalopah syat.

Caturmasya祭 の うち秋 口の二 日間に催 され るsakamedhaで は,朝 に祭餅 をAgni-

anikavatへ,昼 に粥 をMarut-samtapanaへ,夕 に乳粥 をMarut-grhamedhinへ 捧 げる

よ う規定 されてい る14).三 つ の祭 式を二 日間 に渡 って行 うべ しとす る反 論者 に対

し,JS5.1.20で は,一 日の うちに全 て行 うべ しとす る定説者 が応酬 す る.ス ー ト

ラの訳 は 「そ うではな く,順 次 の時刻 と結 び付い[て 規定 された三 祭式]は,一

日の うちに行 うべ し.そ れ(二 日間に渡ってそれらを行うこと)に 対す る規定 はanumana

に 基 づ くか ら,[二 日間 に渡 る とい う]基 本祭 での細 目は[こ の場合]消 去 され

る.」 とな る.反 論者 はsakamedhaの 朝 昼 夕の三祭 式を,二 日間に渡 る何 らか の基

本祭 に準 じた派生 祭 と見 る(JS5,1.19).従 って反論者説 は,基 本祭細 目の拡大適

用を定めた規定文(c・daka)に 基 づ いた,間 接 的な解釈(anumanika)15)で あ る.こ

れ に対 し,三 っを一 日の うちに(sadyas)行 う こ とは,朝 昼 夕 と三つの時刻が実際
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に 規 定 さ れ て い る こ と に 基 づ く直 接 的 な 解 釈(pratyaksa)で あ り,anumanikaは そ

れ と矛 盾 す るpratyaksaに よ っ て 打 ち 消 さ れ る(SBhpt.5,122,17-18).

JS 4.3.18: phalam atreyo nirdesad, asrutau by anumanam syat.

このスー トラは,現 存 す る教令 に よって果報 が明示 されてい ない祭式 の うち,

そ の釈義文16)の うちに果報が示 されてい るratrisattra祭 な どについて は,そ の釈義

文 に基づ いて,果 報 を定 めた教令 が想定 され ることを論 じてお り,「 アー トレーヤ

によれ ば,[釈 義文 の]教 示 か ら果報 が[知 られ る].な ぜ な らぼ,[果 報 が]明 示

されて いない時 には[果 報 の教令 の]anumanaが あ るべ きだか ら」と訳 せ る.シ ャ

バ ラはスー トラの"aSrutau"と"anumanam"に つ いて,「 これ ら(ratrisattraな どの

祭式)に つい て,そ の果報が[教 令 に]明 記 されていな くとも,果 報 の教令が文

の補 遺(vakyasesa)と して あ るはずで あ る.」 と敷術 し(SBhpt.5,73,6―7),規 定

(vidhi)の 働 きの ある動詞語尾 を釈義文 に繋げ るか,釈 義文 の もつ称賛(stuti)の

働 きが規定 をも兼 ね ると解釈 す るべ きだ,と 言 う(73,9-14).

JS 1.3.2: api va kartrsamanyat pramanam, anumanam syat.

このスー トラは,ヴ エーダのみな らずス ム リティもまたpramanaた り うる こと

を論ず る論題 の定説 ス._ト ラで あ り,シ ャバ ラ註 に よれば 「そ うではな くて,[ス

ム リテ ィは(SBhpt.2,74,5)]知 識 根 拠で ある.[ス ム リテ ィに規定 された]行 為 を

行 う者 は[ヴ エ ーダに規定 された行為 を行 う者 と(SBhpt.2,77,4)]同 じだ か ら,

[対応す るヴエーダ規 定文が,た とえ現存せ ず とも]想 定 され るはずであ る.」 と

訳せ る.シ ャバ ラは,ヴ エ.__.ダに 記載が ないが スム リテ ィに規 定 されて いる行動

規範 を,弟 子 が師匠 の後 に従 って歩む こ とや,水 飲 み場 や井戸 を建設す る ことな

ど,そ の効果 が眼に見 え るもの(drstartha)と,astaka祖 霊 祭 な ど,そ の効果が 眼

に見 えないもの(adrstartha)と に二分 す る.前 者 の場合 には,効 果 の観察 のみか ら

スム リティが知識根拠 であ る と認め られ るが(77,11―12),後 者 の場合 には,ヴ エー

ダの中の何 らかの文言17)だ け を もとに,そ れ を規定 す るヴエーダの言葉(SBhpt.

2,80,1:vaidikaSabda)が 想 定 され る.シ ャバ ラはこのanumanaに よ り認識 され るもの

が テキス ト(grantha)で あ るこ とを繰 り返 して強調 してい る(SBhpt.2,77,3;6;8).

他 にJS1.3.3及 び1.3.15に も同 じ意味での"anumana"の 用 例 が ある18).

以上 の用例 の うち,ll.1.29のanumanaは 類 比 に頼 った仮言 的推論 であ る19).こ

れ 以外 の用例 は全 て,テ キス トの文言 に対す る解釈20)で あ る.5⊥6お よび5⊥20

で は,複 数 の儀 礼記載 に基 づいた,儀 礼遂行 の順番 ない し期 間 とい う事柄 の推定

を"anumana"と 呼 ぶ.4.3.18で のanumanaは,釈 義文 での果報 の記載を もとに,
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ミ ー マ ー ン サ ー ・ス ー ト ラ に お け る"arthapatti"と"anumana"(吉 水) (43)

釈 義 文 を果報 を記載 した教令 に見立 てるテキス ト操作 を言 う.そ して1.3で は,何

らかの現存す るヴエー ダの文 をも とに,ス ム リテ ィの行動規範 を裏付 け るような,

現 存 しない ヴエー ダの言葉 を想定す る ことがanumanaと された.や がて ミ,_マ._._

ンサ ー学派で は聖典解釈内でのanumanaの 多 くが"srutarthapatti"の 名 で呼 ぼれ ,

更 にsrutarthapattiに よ る認 識の対象が事柄で あるのか言葉 であ るのかを巡 る論争

が起 こるが,両 説 の起源 はJS編 纂 期 にまで遡 る と言 えよ う.

1) Hillebrandt : Ritual-Litteratui, 1897, p. 157 に よれ ば, jyotis • go • ayus • go • ayus • jyotis

の1頂 で 構 成 さ れ る 六 日 間 のabhipravasadahaを 毎 月 三 度 な い し四 度 催 す.jyotisはAgni.

stoma型 で あ り,goとayusはUkthya型 で あ る.CfApSS21.15.10-21.16.21;22.1.4.

2) JS 8.1.17: ganesu dvadasahasya ; ApSS 21.15.2 ; 24.4.4 ; BSS 24.5: 188,16 ; KSS 13.1.1 ;

SSS 11.1.1 ; Chakravarti : The Paribhasas in the Srautasu-tras, 1980, p.136. シ ャ バ ラ はahar一

ganaの 範 囲 を"dviratradayahsataratrapatyantah"(SBhpt.6,11,6)と す る が,あ と でGav-

amayanaを も 含 め る(SBhpt.6,ll,13).

3) SBh = Sabarabhasya in : Mimamsadarsajnam, Anandasrama Skt. Ser. 97 (2nd. ed.).
4)Dvadasaha祭 に準 じたGavamayana祭 本 祭 の 第 一 日 目がprayaniyatiratraで あ る.一 方

Gavamayana祭 の期 間 中で のjyotisな どの ―・日 ソー マ 祭 は,筆 頭 の祭 式(mukhya)で あ

るprayaniyatiratra等 に 比 べ れ ぼ後 背 的 な 祭 式(jaghanya)に 過 ぎ な い.upasadを 行 うの

に,筆 頭 の祭 式 を差 置 い て,後 背 的 な 祭 式 に稗 益 す る よ う取 り計 ら う の は適 切 で は な い

か ら,upasadはprayaniyatiratraに 向 けて12日 間 行 うべ きで あ る(SBhadJS7.4.19).

5)dravyaを 主 要 要 素 と し,そ の完 成 を 目指 す儀 礼 は浄 化 儀 礼 で あ る.Cf.JS2.1.8;4.3.1.

6)祭 式 行 為(cfJS4.2.27-28)に 対 して は,神 格 は従 属 要 素 とな る(JS9,1.9).

7)新 月 満 月 祭 に お い てajyabhagaが 一 部 の主 要 祭 と同 じ神 格 にバ ター を捧 げ る に も拘 ら

ず,主 要 祭 に稗 益 す る付属 祭 で あ る(cfJSlO.1.16―18)の と同様

8) Cf. ApSS 6.30.7 ; BSS 3.12: 82,11 &83,2 ; BhSS 6.17.19& 18.3 ; MSS 1.6.5.27&28 ; KSS 

 4.6.9& 19.

9)例 え ば加 熱 や バ タ ー塗 布 は,衣 や子 牛 に対 して は為 す べ きで な い(JSlO.3.36-38).

10) Cf. Caland-Henry : L'Agnistoma, 1906-07, p. 398. 

11) Cf. SBh pt.5,437,20 (JS7.4.16) : tatkaryapannesu nivaresu ; pt. 6, 329,12 (JS 10.3.35)

anyasminnapitatkaryapanne.tatkarya-apannaは 対 格 前 分 の 複 合 語 で あ る.(cf.Panini2.1.24)

12)JS9.2.49:"ubhayasamnicaivamekarthapatteh"で は,反 論 者 が,特 殊 な ソ ー マ祭 で あ

るSamsavaとGosavaに 於 いて は,brhatとrathamtara(cfPBl9.13.5;TS3.1.7.2)の 両

サ ー マ ン の た め の細 目(dharma)は,相 互 に矛 盾 しな い 限 り,併 せ て 遵 守 す るべ き だ と

説 く.理 由 句"ekarthapatteh"は,両 方 の サ ー マ ン の細 目が,共 に 同 じ 「昼 の サ ー マ ン

朗 詠 」(prsthastotra)を 結 果 す る よ う に働 くも の で あ る こ とを 言 う(SBhpt.6,173,5-6).

13) Cf. SBh pt. 5, 112,14-15 : adrstam kalpyeta, tac canyayyam drste sati. 

14) TS 1.8.4.1 ; Einoo : Die Caturmasya ode, die altindischen Tef tialopfer•, 1988, p. 149-174.

15)JSIO.5.8;10.8.14で も,codakaに 基 づ き 導 出 さ れ る解 釈 が"anumanika"と 呼 ば れ る.
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16)12夜 以 上 一 年 未 満(百 夜 以 下)の 諸sattra祭 を"ratrisattra"と 総称 す る.CfKane:

HistoryO(Dharmasastra,II,2:1239;KSS24.1.1;iAsvSSll.1.7-8.シ ャ バ ラの 引 用 す る

釈 義 文(SBhpt.5,72,19-20)は,pratistha・brahmavarcas・annaを 果 報 と しつつ"yaeta

[ratri]upayanti"で 終 わ る.PB23に 略 式 規 定 さ れ た諸sattraの うち の幾 っ か は,こ れ と

同様 の 釈 義 文 の 中 で,三 つ の うち の何 れ か を果 報 と して い る.

17)astaka祖 霊 祭(cfKane:op.cit.,IV:353-359)を 根 拠 づ け る た め に,夜(ratri)を 称

え る マ ン トラ(PGS3.2.2;ApMP2。20.27;≒AV3.10.2)の 一 部 が 想 定 の 徴 表 と して

SBhpt.2,77,10に 引 用 され る.CfGGS3.10.1:astakaratridevata;Kane,op.Clt.IV:356.

18)JSI.3.3は,ス ム リテ ィの 権 威 付 け の た め に シ ュ ル テ ィ をanumanaす る こ とが で き る

の は,ス ム リテ ィの 規 定 が ヴ ェー ダ と矛 盾 しな い 限 りに お い て だ と説 く.1.3。15で は反

論 者 が,地 方 に固 有 の習 俗 も,ス ム リ テ ィ と同様 にanumanaに よ り権 威 づ け られ る と主

張 す る.ApDhSに お け る 同 じ意 味 で の`lanumana"に つ い て は,渡 瀬 信 之 「Dharmaの

確 立 」 『東 海 大 学 紀 要 文 学 部 』33,1980(1)-(12)参 照.

19)∀x(Px⊃Qx)か ら全 称 例 化 に よ りPa⊃Qaを 導 出 して い る.但 しll.1.29の 言 うanu―

manaに は,特 殊 な実 例 の み か ら導 い た 全 称 条 件 文 に依 拠 す る点 で,誤 謬 が あ る.JSも

11.1.30-32に おい て,実 例kratuの 一 般 化 はで き な い と して29の 説 を退 け て い る,

20)JSI1.4.4-7で は,Rajasuya祭 に お い て,祭 式 開始 時 に任 命 され た 祭 官 た ち の み が 長 期

間 の祭 式 を最 後 ま で務 め あ げ るべ き こ とを 論 ず る.シ ャバ ラ は,最 初 の 定説 ス ー トラ5:
"
na〈upadistatvat"を 註 釈 した後,定 説 の 第 二 理 由 とな る"laghavapattisca"と い う句 を

挿 入 し,こ れ を次 の よ うに解 説 す る:evamcasatilaghavambhavati.itarathaitikarmopa-

danam,tadguru(h)syat(SBhpt.7,109,10-110,1).itikarmopadanaと は,「 しか じか の 儀

礼 毎 に[新 た に祭 官 を]採 用 す る こ と」 で あ ろ う.こ の句 は,正 規 の ス ー トラで はな い

と して も,シ ャバ ラ 以前 の 時代 か ら既 に,解 釈 の簡 潔 性(laghava)が 求 め られ て い た 証

拠 とな る.

*祭 式 文 献 の略 号 は
,Gonda:TheRitualSutras(HIL.1,2)に 従 う.な お 本 誌 第47巻 所 収

の拙 稿 「シ ャバ ラに よ るス ー トラ2.1.5註 の理 解 に 向 け て」 に関 連 して,シ ャ バ ラはSBh

pt.5,183,17-21に て,「 祭 式 の有 効 性 は ヴ ェ ー ダ 教 示 の 有 意 義 性 に基 づ く[pramanaと し

て の]arthapattiに よ り知 られ る」 とい う反 論 を論 駁 して い る.本 稿 は平 成ll年 度 文 部

省 科 学 研 究 費(基 盤 研 究C)に よ る研 究 成 果 の 一 部 で あ る.

<キ ー ワー ド> arthapatti, anumana

(北 海 道 大 学 助 教 授,Dr.Phil.)
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